
























































































































































































































































































年度 ?ﾙ?ﾏｲ?冓ﾉ???N齢別人口 劔剔鵠﨑} 養率 （％） 偃?竟"?ﾙWﾙwｹzb??8??ｗ諶ﾒ 被扶養率 （％） 0十4歳 ?5－64歳 ?5歳以上 
人口 儂H?????l口 儂H?????l口 儂H?????
2001 ?#sc#r?8716 ?(?R?9849 都?CB?062 度??42 ?"?0．1 
2002 ?#イS2?8774 ?(?B?0302 都?C2?377 度?2?2．2 ??C?10．4 
2003 ?#?#r?8559 ?(??90976 都?CB?692 度?R?2 ??CB?0．7 
2004 ?#涛モ?7947 ??CR?2184 都?C?9857 度?b?1 ??C2?0．7 
2005 ?3?Sb?6504 ??C2?4197 都"?0055 度?r?8．8 ??C?10．7 
2006 ?3?C?25961 ??C?95068 都(?2?0419 度??38．3 ?x?2?1 
2007 ?3#??25660 ??CB?5833 都(?R?0636 嶋??37．9 ?h??11．1 
2008 ?3#?"?5166 ??96680 都(?r?0956 嶋?2?7．4 ?b?1．3 
2009 ?33CsB?4663 ??CR?7502 都2?1309 嶋?R?6．9 ?X?2?1．6 
出所：中国統計年鑑2012年より、筆者作成。
表2　中国マクロ経済指標
2001 ??"?003 ??B?005 ??b?007 ???2009 
利子率（％） ??#R?．98 ??唐?．25 ??#R?．52 滴???．25 ??#R?
経済成長率（％） 嶋?2?．1 ??10．1 ??C2?2．7 ?H?"?．6 祷??




















































年度 佝??ﾉ+yzb?Cンフレ率 凉育?b?ﾛ険料率 兢ｸﾊ??b?ﾛ険料率 兢ｸﾊ??b?
（単利） ????｢?i複利） ?兒??｢?
（％） ?X?ﾋ?（％） ??9?zb?i代替率 ??9?zb?i代替率 
25％） 鉄?8??5％） 鉄?8??
2001 嶋ﾋ?B?．72 ??#R?2．52 ?????0．07 ?????
2002 祷??－0．77 ??唐?4．69 ???3r?2．08 ?ォ???
2003 ??1．16 ??唐?2．96 ?CX???0．65 ?C?C#?
2004 ??C?：3．88 ??#R?6．47 都(?釘?4．46 田?C??
2005 ??fﾂ?．82 ??#R?8．22 ?Sh?CB?5．25 ?S?CS?
2006 ?(?r?．46 ??S"?07．61 ???#2?03．45 ?????
2007 ?H?"?e／1．75 滴???0．93 ???ッ?^／14．64 塔?C#r?
2008 祷?b?．86 ??#R?9．42 ??C??8．03 ?h???
2009 祷??－0．70 ??#R?8．18 ?sh?3b?5．04 ?s?C??
出所：筆者作成。
表3から2001年から2009年までの各年の経済成長率、インフレ率及び利子率のデータを用
いて、年金代替率25％と50％の際、それぞれの積立保険料率を試算すると、その範囲が19．42％
（2008年の代替率25％）から215．23％の広い範囲になっている。ここで、積立制度の卜で保険
料率は利子率、インフレ率と負の相関関係にあり、経済成長率と正の相関関係にあることから、
経済成長率が長期にわたって2ケタの高い成長を維持する場合、・定の保険料率を維持するため
積立金の収益率が10％以上必要となる。経済成長が4－5％の際、年金積立金を国債或いは個人
貯蓄のような安定資産に投資しても、その収益率の下で保険料率20％の水準で納められる。いず
れにしても現行の8％保険料率では将来の年金給付が保陣的ないことは明らかである。
複利計算の場合、単利（その他の条件が同じ）計算の結果と比べ保険料率がやや下がっている。
ただし、8％までには下がらない。裾iJの年金数理によるとおよそ4％の経済成長率と5％の投資
収益率で　引退後の50％の代替率を維持するための保険料率が18．7％である。
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4．終わりに
中国の硯行年金制度の混合財政方式の下では　長期的にみて、年金制度を安定的・持続的に維
持することは困難であり、積立方式主導の混合財政方式への移行が望ましい。
現行制度の個人帳簿積立金は、仮に長期にわたり高い投資収益率が得られた場合、20％～50％
の代替率を確保できるが、実際、個人帳簿積立金流用による空帳簿問題が、現行年金制度実施の
当初から隠れ債務の問題として大きく取り上げられており、現行年金制度の下で、現実的に積立
金及びその運用益で将来年金給付の代替率を試算することにはリスクが大きい。それば　積立
方式下での積立金額が、実際には確保されていないリスクと、高収益率を求めようとして行う投
資のリスク、即ち、ハイタウン・ハイリスクが必ず伴う。
上記の積立年金のモデルにより、高度経済成長のトで高い年金給付率を保障するためには高い
投資収益率と保険料率が必要であることがわかった。高い投資収益率を伴わない高い保険料率の
設定は　年金制度加入へのインセンティブが損なわれ、制度の破たんにつながることから、仮に、
投資収益率がそれほど高く見積もれなくても、保険料率は一定の適当な範囲に設定すべきである。
そこで不足する財源に関しては政府財政資金で考慮すべきである。
シミュレーション分析で明らかになったのは　いまの8％の保険料率と5％の投資収益率及び高
度経済成長の現状からみて、現行年金制度を抜本的改革しない限り、現行制度の積立方式の部分
が結果的に空帳簿化し、賦課方式制度に戻ることとなり、長期的には破たんせざるを得ない。
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